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は
じ
め
に

今
月
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
投
入
さ
れ
た
公
的
資
金
の
「
完
済
」
が
二
件
予
定
さ
れ
て
い
る
。

り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
総
額
三
兆
一
二
八
〇
億
円
に
上
っ
た
公
的
資
金
の
残
額
一
二
八
〇
億
円
を
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行
は
総

額
三
二
〇
〇
億
円
の
う
ち
残
る
一
六
三
九
億
円
を
、
と
も
に
こ
の
六
月
に
全
額
返
済
す
る
と
し
て
い
る
（
１
）。

こ
の
結
果
、
大
手
銀
行
で

公
的
資
金
が
残
る
の
は
新
生
銀
行
（
残
額
二
五
〇
〇
億
円
）
の
み
と
な
る
。

ま
た
今
年
度
か
ら
銀
行
の
破
綻
処
理
（
預
金
者
保
護
）
に
あ
て
る
預
金
保
険
料
率
が
半
減
さ
れ
た
（
〇
・
〇
八
四
％→

〇
・
〇
四

二
％
）。

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
お
よ
そ
四
半
世
紀
を
経
て
、
よ
う
や
く
、「
危
機
モ
ー
ド
」
か
ら
「
平
常
モ
ー
ド
」
へ
の
移
行
が
完
了
し
つ
つ

あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
間
、「
預
金
者
保
護
」、「
信
用
秩
序
維
持
」
の
た
め
、
巨
額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て
き
た
が
、「
公
的
資
金
」
と
一
言
で

言
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ
る
。

「
資
金
の
出
し
手
」
を
見
れ
ば
、
大
き
く
、【
�
財
政
】、【
�
預
金
保
険
機
構
】、【
�
日
本
銀
行
】
に
分
類
さ
れ
よ
う
。
ま
た
「
資

金
の
供
給
方
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、【
�ア
贈
与
】、【
�イ
出
資
】、【
�ウ
資
産
買
取
り
】、【
�エ
貸
付
】、【
�オ
債
務
保
証
】
な
ど
に
区

別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
、
単
純
に
、
一
五
種
類
の
「
公
的
資
金
の
投
入
」
が
あ
り
え
る
こ
と
に
な
る
。

金
融
危
機
と
公
的
資
金

伊
豆
　
　
久



た
と
え
ば
、
一
九
九
六
年
の
い
わ
ゆ
る
「
住
専
国
会
」
で
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
、
住
専
の
破
綻
処
理
の
た
め
の
「
公
的
資
金
」

六
八
五
〇
億
円
は
、
住
専
の
損
失
（
貸
倒
れ
）
の
穴
埋
め
（
一
部
）
の
た
め
の
「
�
財
政
」
資
金
に
よ
る
「
�ア
贈
与
」
で
あ
っ
た
（
２
）。

そ
れ
に
対
し
て
冒
頭
に
紹
介
し
た
、
り
そ
な
Ｈ
Ｄ
（
傘
下
の
銀
行
）
や
あ
お
ぞ
ら
銀
行
（
旧
日
債
銀
）
な
ど
へ
の
「
公
的
資
金
」

は
、「
�
預
金
保
険
機
構
」
に
よ
る
「
�イ
出
資
（
劣
後
債
権
・
優
先
株
）」
で
あ
っ
て
、
財
政
資
金
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
た

だ
し
、
預
保
機
構
に
そ
れ
だ
け
の
資
金
は
な
く
、
そ
れ
は
、「
�
財
政
」
に
よ
る
「
�オ
債
務
保
証
」
を
受
け
た
借
入
れ
に
よ
っ
て
調

達
さ
れ
た
。
ま
た
そ
こ
で
は
、
市
場
か
ら
の
調
達
だ
け
で
な
く
「
�
日
本
銀
行
」
か
ら
の
預
保
機
構
向
け
「
�エ
貸
付
」
も
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
。
と
は
い
え
、「
�イ
出
資
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
在
ま
で
回
収
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

最
終
的
な
収
支
は
黒
字
と
な
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
。
他
方
、
先
の
住
専
の
場
合
は
「
�ア
贈
与
」
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
回
収
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
財
政
支
出
（
国
民
負
担
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
公
的
資
金
」
と
言
っ
て
も
そ
の
性
格
は
多
様
で
あ
る
。
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
不
良
債
権
問
題
が
深
刻
化
す

る
過
程
で
、
上
記
の
よ
う
に
分
類
可
能
な
「
公
的
資
金
」
の
性
格
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
改
め
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

１
　
預
金
全
額
保
護
の
た
め
の
負
担

一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
、
信
用
組
合
を
中
心
に
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
る
が
、
資
金
面
で
の
最
大
の
問
題
は
、

い
わ
ゆ
る
「
ペ
イ
オ
フ
」
を
実
施
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
（
つ
ま
り
預
金
は
全
額
保
護
す
る
ほ
か
な
い
と
考
え
ら
れ
た
も
の
の
）、

と
い
っ
て
預
金
保
険
機
構
は
、
法
律
上
、
元
本
一
千
万
ま
で
し
か
保
護
で
き
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
そ
の
差
額
を

誰
が
埋
め
る
か
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
末
に
東
京
の
二
つ
の
信
用
組
合
（
東
京
協
和
・
安
全
）
が
破
綻
し
た
際
に
は
、
そ
の
差
額
は
、「
�
日
本
銀
行
」
に
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よ
る
「
�イ
出
資
」
を
呼
び
水
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
奉
加
帳
方
式
」
で
の
出
資
（
総
額
四
〇
〇
億
円
）
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
た
（
具
体

的
に
は
受
皿
金
融
機
関
﹇
東
京
共
同
銀
行
﹈
の
新
規
設
立
の
た
め
の
出
資
。
出
資
額
は
後
に
八
二
％
を
棄
損
）。
し
か
し
、
九
五
年

七
月
に
コ
ス
モ
信
組
が
破
綻
す
る
と
、
当
初
の
出
資
で
は
損
失
を
埋
め
き
れ
な
く
な
り
、「
�
日
本
銀
行
」
が
東
京
共
同
銀
行
に
低

利
（
公
定
歩
合
）
で
の
「
�エ
貸
付
」
を
行
う
こ
と
に
よ
る
収
益
補
填
等
の
追
加
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
九
五
年
八
月
に
木
津
信
が
破
綻
す
る
と
、
従
来
の
方
式
は
限
界
に
至
り
、
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、

預
金
保
険
法
の
改
正
（
一
九
九
六
年
六
月
）
に
よ
る
、
預
金
の
全
額
保
護
の
制
度
化
と
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
の
預
金
保
険
料
率
の

七
倍
化
（
〇
・
〇
一
二
％→
〇
・
〇
八
四
％
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
�
預
金
保
険
機
構
」
に
よ
る
「
�ア
贈
与
」
機
能
の
拡
充
を

中
心
に
破
綻
処
理
制
度
が
再
編
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
破
綻
は
そ
れ
か
ら
も
増
大
し
、
預
保
機
構
は
七
倍
化
さ
れ
た
収
入

を
も
っ
て
し
て
も
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
預
保
機
構
自
身
が
「
�
日
本
銀
行
」
に
よ
る
巨
額
の

「
�エ
貸
付
」
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
九
六
年
の
住
専
処
理
に
対
す
る
世
論
の
厳
し
い
批
判
を
受
け
、
そ
の
後
、
財
政
資
金
の
投
入
は
お
よ
そ
不
可
能
と
な

っ
て
い
た
が
、
九
七
年
十
一
月
に
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
、
山
一
証
券
等
が
破
綻
す
る
と
、
状
況
は
一
変
、
む
し
ろ
「
積
極
的
に
公
的

資
金
を
投
入
す
べ
し
」
と
の
意
見
が
強
ま
る
。

具
体
的
に
は
、
公
的
資
金
は
、
主
に
以
下
の
三
つ
の
形
で
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
①
破
綻
処
理
の
た
め
の
直
接
的
な
財
政

資
金
の
投
入
、
②
健
全
な
金
融
機
関
の
資
本
の
増
強
、
③
預
金
保
険
機
構
の
資
金
調
達
に
対
す
る
政
府
保
証
の
付
与
、
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
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２
　
破
綻
処
理
へ
の
財
政
資
金
の
投
入

破
綻
処
理
（

破
綻
金
融
機
関
の
預
金
の
全
額
保
護

破
綻
金
融
機
関
の
債
務
超
過
額
の
補
填
）

の
資
金
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九
六
年
の
預
保
法
改
正
ま
で
は
主
と
し
て

預
金
保
険
料
＋

日
銀
出
資
＋
奉
加
帳
方
式
の
民
間
出
資

に
よ
っ
て
、
改
正
後
は

七
倍
化
さ
れ
た
預
金
保
険

料
＋
預
保
機
構
の
日
銀
等
か
ら
の
借
入
れ

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
、
九
八
年
二

月
の
同
法
改
正
に
よ
っ
て
、
七
兆
円
ま
で
の
財
政
資
金
を
直
接
、
預
保
機
構
に
贈
与
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
正
確
に
は
交
付
国
債
の
交
付
）。
つ
ま
り
、「
�
財
政
」
に
よ
る
「
�ア
贈

与
」
で
あ
る
。
金
額
は
そ
の
後
増
額
さ
れ
、
結
局
九
八
年
度
か
ら
二
〇
〇
二
年
度
ま
で
で
合
計
一

〇
兆
四
千
億
円
に
達
し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
直
接
的
な
国
民
負
担
で
あ
り
、
そ
の
分
、

金
融
機
関
は
保
険
料
を
節
約
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
破
綻
処
理
の
た
め
の
一
〇
兆
円
余
り
の
財
政
負
担
は
必
要
不
可
欠
の
対
応
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
確
か
に
、
当
時
（
一
九
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
）
は
、
金
融
株
の
（
空
売
り
を
と

も
な
っ
た
）
大
幅
な
下
落
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
の
拡
大
、
取
付
け
的
行
動
の
広
が
り
な
ど

が
見
ら
れ
、
政
府
の
断
固
た
る
姿
勢
を
示
す
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
他
方
で
、
例
え
ば
、
次
節
で
述
べ
る
「
健
全
金
融
機
関
へ
の
資
本
増
強
」
の
場
合
に
は
、

「
�
財
政
」
の
関
与
は
「
�オ
債
務
保
証
」
に
と
ど
ま
り
、
預
保
機
構
は
外
部
か
ら
借
り
入
れ
た
資

金
を
投
入
し
、
現
在
ま
で
回
収
と
返
済
を
続
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
結
果
的
に
財
政
負
担
は
発

生
し
て
い
な
い
。
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（注）１：1971年度から2013年度までの合計。ペイオフコスト超の預金保護のための「特例業務勘定」
分を含む。

２：「財政資金」は、交付国債の「返納」分を除いたネットの財政支出額。
３：「金銭贈与」は、受皿金融機関への金銭贈与額で、これが実質的な破綻処理費用。
４：「国庫納付」は、買い取った不良債権からの利益を国庫に納付したもの。したがって、実

際の国庫負担は「財政資金－国庫納付」。
（出所）預金保険機構年報各号より作成。

106,880

収入

30,425 229,489104,326
その他経費

支出
金銭贈与 国庫納付

246,370 189,916 9,148

表１　預金保険機構（一般勘定）の収支
（億円）

保険料収入 財政資金 収入計 支出計



も
し
、
破
綻
処
理
（
預
金
者
保
護
）
の
財
源
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
政
府
保
証
付
き
の
借
入
れ
資
金
で
ま
か
な
っ
て
い
れ
ば
、

実
際
の
財
政
負
担
を
避
け
つ
つ
、
預
保
機
構
の
資
金
力
不
足
へ
の
懸
念
も
払
拭
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
場
合
、
預
金
保
険
料
収
入
は
年
間
六
千
億
円
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、（
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
）
そ
れ
だ
け
で

も
十
五
年
以
上
の
返
済
期
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
然
、
冒
頭
に
述
べ
た
今
年
度
か
ら
の
預
金
保
険
料
率
の
引
下
げ
は
、
大
幅

に
先
送
り
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
一
つ
の
物
差
し
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
度
の
消
費
税
引
上
げ
（
三
％
分
）
に
よ
る

税
収
増
が
年
間
約
五
兆
円
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
一
〇
兆
円
と
い
う
財
政
負
担
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。

３
　
資
本
増
強
と
不
良
債
権
の
買
取
り

（
１
）
健
全
金
融
機
関
へ
の
資
本
増
強

公
的
資
金
の
投
入
と
言
う
場
合
、
狭
義
に
は
こ
の
「
資
本
増
強
」
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
前
述
の
「
破
綻
処
理
」、
す

な
わ
ち
破
綻
し
た
金
融
機
関
の
預
金
者
を
保
護
す
る
た
め
の
受
皿
と
な
っ
た
金
融
機
関
へ
の
金
銭
贈
与
と
は
異
な
り
、
債
務
超
過
に

陥
っ
て
お
ら
ず
健
全
な
（
と
さ
れ
た
）
金
融
機
関
へ
の
出
資
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
表
２
に
示
す
通
り
、
時
期
的
に
も
法
律
的
に
も
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
、

一
九
九
八
年
二
月
か
ら
現
在
ま
で
に
、
一
三
兆
三
四
九
億
円
が
六
三
の
金
融
機
関
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
（
３
）。

そ
の
う
ち
、
一
三

兆
六
一
九
四
億
円
が
今
年
三
月
ま
で
に
回
収
さ
れ
て
い
る
が
、
回
収
額
は
簿
価
ベ
ー
ス
で
は
一
二
兆
二
一
六
億
円
で
あ
る
の
で
、
そ

の
差
額
一
兆
五
九
七
八
億
円
は
預
金
保
険
機
構
の
投
資
益
で
あ
る
。
さ
ら
に
未
回
収
額
が
一
兆
一
三
三
億
円
（
簿
価
）
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
回
収
益
は
、
最
終
的
に
は
国
庫
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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（
２
）
不
良
債
権
の
買
取
り

他
に
、
預
金
保
険
機
構
は
、
破
綻
金
融
機
関
か
ら
不
良
債
権
を
買
い
取
り
そ
の
回
収
に
あ

た
っ
て
き
た
。
買
取
額
が
累
計
で
六
兆
五
三
五
一
億
円
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
回
収
額
は
七

兆
七
〇
三
四
億
円
で
あ
り
（
二
〇
一
四
年
三
月
末
時
点
）、
そ
の
差
額
で
あ
る
回
収
益
一
兆

一
六
八
三
億
円
は
最
終
的
に
国
庫
に
納
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
表
１
の
「
国
庫
納
付
」
は

そ
の
う
ち
の
既
納
分
）。

ま
た
、
健
全
金
融
機
関
か
ら
も
不
良
債
権
の
買
取
・
回
収
を
行
っ
て
お
り
、
買
取
額
三
五

五
七
億
円
に
対
し
て
回
収
額
は
六
九
六
五
億
円
で
あ
る
（
回
収
益
は
、
金
融
再
生
法
に
も
と

づ
い
て
特
別
公
的
管
理
に
お
か
れ
た
長
銀
、
日
債
銀
関
連
の
業
務
と
と
も
に
金
融
再
生
勘
定

で
経
理
）。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
資
本
増
強
お
よ
び
不
良
債
権
の
買
取
り
は
結
果
的
に
黒
字
と
な
る
こ
と
が

確
定
し
て
お
り
、
そ
の
額
は
合
計
す
れ
ば
二
兆
円
を
超
え
る
。
こ
れ
を
一
つ
の
根
拠
に
、
日

本
の
公
的
資
金
投
入
と
り
わ
け
資
本
増
強
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
事
前
的
予
防
的
な
資
金
投
入
に
よ
っ
て
危
機
の
拡
大
を
防
ぎ
、
か
つ
コ
ス
ト
面
で
も
最

終
的
に
国
民
負
担
を
回
避
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、「
金
融
安
定
化
法
」、「
早
期
健
全
化
法
」
な
ど
の
時
限
立
法
は
期
限
を
迎
え
た
も

（25）

表２　金融機関の資本増強

（注）１：「金融安定化法」、「早期健全化法」、「組織再編法」は時限措置ですでに申込期限が終了。
「金融機能強化法」の期限は2017年３月。「預金保険法」（危機対応１号措置）は恒久措置。

２：うち15行に74,592億円（99年３月）。
３：簿価ベース、2015年３月末時点。

（出所）預金保険機構ホームページ（機構の活動_資本増強）より作成。

残額（億円）３

根拠法１

0 4,8751,900

2003年９月

早期健全化法
1999年３月
～2002年３月

2003年６月

3,358 0

投入時期 1998年３月 2006年11月～

金融安定化法 預金保険法 組織再編法 金融機能強化法

投入先 21 32
1

（りそな銀行）
1

（関東つくば銀行）
29

投入金額（億円） 18,156 86,053２ 19,600 60 6,480



の
の
、
そ
れ
ら
は
実
質
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
預
金
保
険
法
改
正
に
よ
っ
て
「
金
融
危
機
対
応
（
第
一
号
措
置
）」
と
し
て
恒
久
化

さ
れ
、
さ
ら
に
一
三
年
の
同
法
改
正
に
よ
っ
て
投
入
先
が
証
券
会
社
や
保
険
会
社
な
ど
非
預
金
金
融
機
関
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
銀
や
信
金
信
組
を
念
頭
に
設
け
ら
れ
た
「
金
融
機
能
強
化
法
」
に
よ
る
資
金
投
入
は
、
当
初
は
〇
八
年
三
月
を
期
限
と

し
不
良
債
権
処
理
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
期
限
を
延
長
、
目
的
も
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
や
震
災
対
応
へ
と

拡
大
さ
れ
た
ほ
か
経
営
責
任
追
及
も
緩
和
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

対
照
的
に
、
欧
米
は
、
こ
う
し
た
公
的
資
金
に
よ
る
救
済
（
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
）
に
否
定
的
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
欧
州

危
機
を
経
て
、「
金
融
機
関
の
救
済
に
財
政
資
金
は
用
い
な
い
」
が
大
き
な
目
標
と
さ
れ
、
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
に
と
も
な
う
（
潜
在
的

な
）
納
税
者
負
担
や
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
、
市
場
の
歪
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

た
だ
し
、
米
国
で
は
ド
ッ
ド
フ
ラ
ン
ク
法
の
施
行
を

進
め
る
過
程
で
、
ま
た
欧
州
で
は
銀
行
同
盟
の
構
築
が
進
む
一
方
で
ギ
リ
シ
ャ
危
機
が
再
燃
す
る
と
い
う
状
況
で
、
議
論
や
政
策
に

ゆ
ら
ぎ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
日
本
で
は
、
現
在
、
地
銀
・
信
金
信
組
へ
の
再
編
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
な
か
で
、
公
的
資
金
の
役
割
に
つ
い
て
ま
た
新
た
な
角
度
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

注（
１
）

り
そ
な
Ｈ
Ｄ
（
二
〇
一
五
年
五
月
十
二
日
付
け
）、
あ
お
ぞ
ら
銀
（
五
月
十
五
日
付
け
）
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
。

（
２
）

厳
密
に
は
、
う
ち
五
〇
億
円
は
、
住
専
処
理
の
た
め
に
預
保
機
構
に
設
け
ら
れ
た
「
住
専
勘
定
」
の
た
め
の
出
資
金
。

（
３
）

投
入
先
の
数
が
、
表
２
の
合
計
と
合
致
し
な
い
の
は
複
数
回
投
入
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
が
あ
る
た
め
。

（
４
）

関
連
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
と
ベ
イ
ル
イ
ン
」（
本
誌
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
）、「
ベ
イ
ル
イ
ン
債
と
は
何
か
」

（
本
誌
二
〇
一
四
年
二
月
号
）
参
照
。

（26）
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